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福島原発事故～避難にみる構造的問題──水俣の歴史に学ぶ

佐藤彰彦（福島大学）satoa@sa2.so-net.ne.jp

本日の講義の主なポイント

○地域に根ざした「すべての関係性を失う」ということ

●突如として「いまの暮らしや未来を奪われる」
ということ→＜不理解＞と＜暴力＞

●原発避難の被害状況と構造を知る・理解する
→私たち一人ひとりが加害者になり得る

●これまで学んだ水俣学の知識をもとに
原発被災地で起きていることを自ら考える
また、福島を学ぶことで水俣を捉えなおす

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ
ﾄﾗﾝｽﾅｼｮﾅﾙ……

●市民社会の３項構造

・３項間の相互関係の存在

・経済、国家が市民社会に影響

市民社会優位から生活社会の植民地化：

経済社会の優位／国家と経済の癒着

→市場原理による生活支配

→生活世界の逆襲（運動の台頭によってのみ……）

→福島から新たな社会モデルの構築……？
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０－１．原発避難を考える前提として

国家

経済社会市民社会
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０－２．原発避難を考える前提として

●原子力発電とは……

・エネルギー・環境政策（クリーン、資源→寡占企業）

・防衛（核抑止力）

・戦後における原子力の平和利用（日米の利害）

→その一方、原賠法4条1項と3項

：問われない製造者責任→国を超えた利害？

・原発稼働期の米国の国力と世界的影響力

→IAEA、WHO…… cf. ローカルレベルでの関与と復興政策

↓↓↓↓↓↓

（警戒区域解除後）法律上さまざまな決定権を持つ

首長の権限が国や東電等の作用によって制御

複雑な問題の解決へ──障壁となる「不理解」

「原発避難」は「理解することが非常に難しい問題」
（山下ほか2013:23）

「私たちは、追い出されたと思っている」
「（今なお）なぜここ（避難先）にいるのか分からない」
（前掲書：25）

↓
専門家を含む周囲からの思惑や「分かったつもり」

↓
→専門家／当事者／メディア／世論／policymaker……
→被災後、さまざまな場面に存在する「不理解」と

その暴力的影響（例：賠償、飲酒、帰還）

０－３．原発避難を考える前提として
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原発避難をめぐる諸問題……大ざっぱに捉えると

①広範かつ複雑な避難問題…「帰らない」「周りが帰れば」

②ゆえに政策(国)現場で正確に認識されず
…陳情ルート、裏付けデータの問題など

③現行政策が必ずしも十分な被災者救済に繋がらず

④一方で、復興に向けた政治的決定の急速展開
…(被災者)考える余裕もなく人生の選択を、(被災地)国是に従わざるを得ない？

⑤背景に存在する地方自治・分権をめぐる問題

⑥問題の深刻化を後押しする世論を否定できず

…賠償金と生活再建をめぐる問題、社会関係すべてを失ったことへの＜不理解＞、
パチンコや飲酒問題、そもそもの原発立地と恩恵に対する＜不理解＞など
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【原発事故被災地域（避難指示区域等）】

・13万人超が今も避難

・強制避難

→自主避難

→生活内避難

・実際の避難者数は？
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１．事故後避難の実際（飯舘村を例に）
・（2011.3.11事故直後の双葉郡町村における避難）

・2011.4/11 計画的避難区域の設定方針
・ 4/22 計画的避難区域に指定

：1700世帯→3000世帯に離散拡大
避難方針として… 国（健康）vs.村（生活）
→村から概ね１時間圏内
→避難先から村に通い、生活基盤を維持
→体育館等への集団的避難は認めず

・ 8/中 避難完了（立地市町村の数倍～数十倍被ばく）
→3/15：44～200超μSV/h（5mSV/日）cf. 放管区域

・2011.12～ 国モデル除染事業
・2012.10～ 本格除染事業に着手（仮置場未整備）
・ 10/19 避難区域解除時期合意（国が前倒し要求）

・ 10/21 菅野村長再選（5期）
・2014.12 原陪審第4次追補（移住選択?）
・2016(14).3～ 避難指示解除（予定） 8

２－１．原発避難と住民生活

●家族が離散し避難せざるを得ない…1700→3000超

（大家族と生活空間とライフスタイル）
→「一度離散すればもとの生活には戻れない」
→「貧しくとも、土地・家屋・食に困らず

生活できた」（飯舘：所得水準57位／59市町村）

→「爺ちゃん婆ちゃんらと離れて暮らすなんて
考えらんねぇ」：避難を遅らせる結果に…

●土地や歴史風土に根ざした生活喪失への悲しみ／
挫折感
→旬の恵み、ｺﾐｭﾆﾃｨ、家族、政職住一体…

：有形無形の＜資源＞をどう再現？／代替？
→最終的に棄村 vs. 数十年後まで故郷を守る
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２－２．原発避難と住民生活

【帰郷への想いと変化する住民意識①】

・高齢者を中心に「離れたくない」「避難はしない」

cf.双葉郡 年齢、時間経過とともに変化

・仮設住宅や借上げ住宅での暮らしの不安・ストレス

→避難所から自宅に戻る避難者

・「戻りたいけど、暮らせねぇ」「モノも売れねぇ」

→明るみになる放射能汚染の深刻さ

・子どもや孫たちが帰れない場所には戻らねぇ

→個人が判断するには重すぎる→国や市町村の判断

：「断ち切る」ための理由が欲しい！？
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２－３．原発避難と住民生活

【帰郷への想いと変化する住民意識②】
・「働きてぇ、働かねぇと気が狂っちまいそうだ」
→その一方で、＜就業意欲の低下＞が問題

cf.飲酒やパチンコなどの行為に対する非難

・「これまで築いたものを失っちまって、どうにか働き
たくても、気力は日ごとに薄れてっちまう」
→避難先での閉じこもり、鬱傾向の増加

…肥満や疾病、急死、自殺、凍死、殺人未遂

・これまで声を上げなかった住民の動き
→生活再建の要求、医療補償制度化、子ども疎開や集

団移転、子どもの線量管理、賠償請求…
→活動の停滞、あきらめ、決別…… 何故？
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２－４．原発避難と住民生活
【帰郷への想いと変化する住民意識③】

・＜帰村＞や＜除染＞…への疑問と批判

・10～12月にかけて約20回の村民懇談会(高い評価）
①除染の実現性への疑問（方法論と効果）
②3000億円超の除染予算よりも、生活／事業再建を
③早期の集団的な移転に向けた取組と選択の自由を

→＜国是＞ゆえ… 首長判断として妥当
（飯舘村、双葉郡、福島市…）

→行政や政策への信頼低下、参加・関与拒否

…選択肢さえ与えられない＜生殺し＞状態
…民主主義不在、＜地域＞vs.＜暮らし＞ cf.他町村
…懇談会参加者の低迷（200人超→３人）
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２－５．原発避難と住民生活
住民の行政不信はなぜ高まるのか……

～生じる誤解と対立 外的要因の一方に存在する構造的主要因～

●手続き的公正
→双方向の対話、発話、説明責任

●情報非対称性
→情報格差と一方方向→不信とあきらめ
→「住民は○○だ」 vs. 「役場は△△だ」 × ﾊﾟﾀｰﾅﾘｽﾞﾑ

●行政と住民の関係
→依存と自立：ニーズは直接、コミュニティは間接
→支援制度のあり方が自立を阻害している？

↓↓↓↓↓↓

ニーズ（現場の課題）と政策のミスマッチ
→言っても何も変わらない→言うだけ無駄
→原地復興と公金使途、解消される「避難者」

↓↓↓↓↓↓

再生産 cf.水俣の運動
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３－１．原発避難をめぐる問題──その実態

●＜被災地の声＞は＜誰の声＞？
・信託を受けたはずの首長、議員…＜上がってこない被災者の声＞

国が言う＜被災者の声＞：首長、議員、高齢者（cf. 選挙）、
仮設入居者、自治体が行う意識調査

（橋本摂子2012）
● 既に＜取り戻せない＞＜引き返せない＞もの…
・「子どもや孫が帰れる故郷を残したい」

「自分の故郷を失いたくない」
「先祖代々生かされた土地を守りたい」

・家族・近隣関係：コミュニティの＜再生＞と＜再構築＞
→家族関係：大家族ゆえに貧しくとも暮らせた環境
→家族関係：県（村）外避難の決断と親子・家族関係の変化
→都市的生活様式の享受と自家処理能力の喪失：＜地域＞の喪失

● 選択の判断がつかない→人生設計の道標が欲しい
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３－２．原発避難をめぐる問題──その実態

●＜漠然とした不安＞から＜差し迫った不安＞に
「罰則規定はねぇんだから別に避難しねくたって構わねぇべ」
「帰れるにしても、帰れねぇにしても、そん時ゃ国か村（町）が

何とかしてくれっぺ」

「こんな＜生殺し＞の状態がいつまで続くのか」「5年経っても
状況は変わらねぇ」

「戻りたくなくたって（支援が切れれば線量の高いところに）帰
るしかねぇべ」…区域再編時の「20mSV以下は安全」（国）

「普通の生活がしたい」「きちんとした仕事に就きたい」「一軒
家に暮らしたい」

「避難先で苦労して生活再建ができた後に、再び故郷でやり直す
苦労はしたくない」
→故郷との離別を決意する人たち

：故郷とかかわりを持ち続けることが生活再建の足かせに

全国各地で避難者の＜声＞を吸い上げ、政策へ接合
→「NPO法人 とみおか子ども未来ネットワーク」主催
→2012年7月より8回、いわき、郡山、新潟、埼玉、

東京ほかで開催
→30～50代が会員の中心（参加者は20～80代男女）
→世代別、属性別の「偏った議論」
→専門家／研究者としての主張は禁止（黒子／支援）

：＜ 場 ＞「ここは富岡だったね」「町民どうしのケ
ア」「認め合う」

：＜理解＞基底にある共通体験、不理解からの脱却、
子ども・家族への想い

→質的統合法による問題構造の分析→政策基礎資料に
（KJ法）

４－１．原発避難をめぐる問題
──タウンミーティングと発話分析

How to proceed the KJ method
spread out labels (1st) make titles (1st)gather labels (1st)

spread out labels (2nd) make titles (2nd)gather labels (2nd)

spread out labels (3rd) make titles (3rd)gather labels (3rd)

Participants’ 
remarks duruing the 

meetings

Figure 3  How to proceed the KJ method 18

J001　避難者は、放射能被曝・汚染に基因する避

難生活と地域や世論の受け入れ姿勢が避難者排除

の方向に転じつつある狭間で、失った資産と

職、住まいを自力で取り戻すことが困難な状況に

加え、生活設計の狂いとこの先の人生行路の安心

感を奪われ、閉塞感に陥っている｡

I003　避難者は、為政者側の独走によって議会制民

主主義に基づく行政が機能せず、町民側は皆の考え

をまとめることが難しく、結果として意に反する現

実が起こっても従わざるを得ず頼らざるを得ない現

実に、抗しがたい無力感と被害者意識を強めている｡

A066　避難先からいわき

に行くと、市内は病院や

交通の混雑が激しく異様

な雰囲気になっている｡

社会的合意形成による再建の道：

機能不全による意に反した現実の出現からくる

抗しがたい無力感

自力による再建の道：
資産・職・住居を取り戻す難しさと人生
行路の安心感の喪失からくる閉塞感

見切り発車の再建の道：

異様な活況を呈する“いわき”

一方では

それ故に

しかし、
それ故に

しかし、
それ故に

しかし、
それ故に

しかし、
それ故に

見取図

両面
から

（1）2013年7月16日~11月24日

（2）情報工房

（3）2012年7月～2013年3月の間の7地域8回

のタウンミーティングの発言。意見項目数

1,052項目

（4）山浦晴男

註）右下隅の四角内の数字

は、細部図の番号を示す。生

の意見1,052項目まで表示。

不信・不安・恐怖の源：

安心できる放射能数値の設定
と情報公開の欠落

為政者の支援による再建の道：

賠償問題の確定を前提とした帰還派・移住

派・判断つかない派の3本立て支援への期待

H006　避難者は、放射能汚染による健

康被害を心配しなくてもよい数値設定

と情報公開がないが故に、為政者側の

対応姿勢には不信感、市町村や人々の

側の対応姿勢には防御への温度差によ

る怖さを感じ、自らも富岡町への踏ん

切りがつけられないと思っている｡

J002　避難者は、為政者が放射能被曝・汚染問題を

抱えるなか避難解除の方向で進める復興計画に対し

て、帰還派・移住派・判断つかない派に枝分かれし

ているが、共に何らかの形でふるさとの回復を目ざ

そうと、賠償問題の確定を前提に生活再建の見通し

が持てるような3本立ての行政支援を求めている｡

それ故に

当事者の協力による再建の道：
原発被災からの復興と日本の破滅阻止

への取り組み

正しい判断への備え：
信頼できる情報源と情報格差の解消

E032　避難者は、正確な情報や意見

を公に発信することが社会的に封じ

込められる状況が発生するなか

で、決断のときがきた時正しい判断

ができるように、信じるに値する情

報源と情報格差の解消を求めている｡

F008　避難者は、原発事故の大惨事で被曝した

当事者としてみんなが力を合わせて、原発被災

からの復興さらにはこの教訓を活かし日本が破

滅することがないように、町の力も借りなが

ら、為政者側や東電、広く外に働きかけたいと

思っており、動き始めた人もいる｡

それ故に
それ故に

背後で常に作用し

1~27

28~33

34~73 74~80

81~83

84~88

88

【Reference】

Result from KJ method
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細部図01

J001　避難者は、放射能被爆・汚染に基因する避難生活と地域や世論の受け入れ姿勢が避難者排除の方向に転じつつある狭間で、失った資産と職、住まいを自力で取り戻すことが困難な状況に加

え、生活設計の狂いとこの先の人生行路の安心感を奪われ、閉塞感に陥っている｡

I001　避難者は、内側では心身ともに避難生活に限界を感じ、外側では地域や世論の受入れ姿勢が避難者排除の方向に転じつつある狭間で、失った資産と職、住まいを自力で取り戻すことが困難な状況におかれ、閉塞感に陥っ

ている｡

G001　避難者は、放射線被曝と放射線汚染による避難によって、各年代ごとに生活設計が

くるい、加えて人生行路が安心して送れなくなっている社会的現実に、戸惑い悩んでいる｡

H002　避難者は、今回の震災よって資産と職を

失い、負債を背負って立上がらねばならず、支援

策がないことも基因し、それを取り戻すことが困

難な状況におかれている｡

H005　避難者は、内側では心身ともに避難生活に限界を感じ、外側では地域や世論の受入れ姿勢が避難者排除の方向に転じつつあ

り、その狭間で避難解消に向け生活再建に踏み出しても自力での打開が難しく、閉塞感に陥っている。

H007　避難者は、被災か

ら精神的に立上がろうとし

つつあるが、避難生活の心

境からは脱することができ

ないでいる｡

E021　避難者は、被

雇用者・自営業者、更

には卒業する子どもた

いずれの立場でも、県

内・県外いずれで

も、避難者故の支援策

が講じられず逆に避難

者故の制約があるなど

して、職を得ることが

困難な状況におかれて

いる｡

E030　避難者は、例

外はあるかもしれな

いが、今回の震災に

よって、全ての資産

を失い、その上全て

の負債を個々人で背

負って立ち上がらな

ければならない辛い

現実におかれている｡

D049　避難者

は、避難生活の

なかで、避難に

伴う税金の納税

問題に悩まされ

ている｡

G004　避難者は、避難生活に限界を感じ始め、富岡町・県内・県外の選択肢と被曝

回避、子どもの存在及びその成長を判断基準に、生活再建に動き出しているが、自力

での打開の難しさを抱え、人によってはやむなく子ども世代の思いに引きずられる形

で対処する動きがでている｡

G006　借上げ住宅と仮設住宅の避難者で支援に対する思いの違いはあるが、受入れ

地域や世論が当初の温かい姿勢から次第に冷たく厳しい方向、更には戻らないことで

悪者扱いされる方向に変化しつつあり、今後勝手に避難しているとなることを恐

れ、精神的に追い詰められてきている｡

D025　避難者は、避難先と富

岡町近郊の県内との関係を維

持しながら避難生活を強いら

れる中で、人によっては、疲

労、不眠、持病の悪化や体調

の変調をきたす状況が発生

し、改善の見通しが立たない

状態におかれている。

F005　避難者は、避難生活に

限界を感じ始め、富岡町・県

内・県外の選択肢の中で定住

できる住居を確保して生活の

再建の道筋を見出そうとして

いるが、自力での現状の打開

は難しく、精神的に追い込ま

れている｡

F009　避難者は、居住地選択は被

曝回避と子どもの存在及びその成

長が判断基準で、子どものいない

人や独身者は町に戻る方向で、子

どものいる人はやむなく友達重視

の子ども世代の思いに引きずられ

る形で、住民票の移動問題と県内

に戻る方向で対処し始めつつある｡

F001　避難者は、受入れ地域や世論が

当初の温かい姿勢から次第に冷たく厳

しい方向、更には戻らないことで悪者

扱いされる方向に変化しつつあり、今

後風当たりが強くなって勝手に避難し

ているとなることを恐れ、精神的に追

い詰められてきている｡

F018　仮設住宅の避難者は支

援や情報が入るよさを感じる

一方で、借上げ住宅の避難者

は説明のつかない立場におか

れながら支援がないがしろに

されている状況を、根本的に

是正してほしいと思っている｡

F015　避難者

は、従来の日常性の

ある生活に戻ろうと

心が向かいつつある

が、避難生活の心境

からは脱することが

できないでいる｡

B105　避難者は、震

災によって町を離れ

ることで、親のあり

がたみやものの見方

が変ったという気付

きの体験をしている｡

F014　避難者は、若い世代や

子どもがいる世代は一番の被害

者だが、各年代ごとに生活設計

がくるい組立てなおしの難しさ

に戸惑って、この先の生活に不

安を感じている｡

F017　避難者は、放射線被曝、放

射線汚染という出来事によって、結

婚、出産、家族生活、死とお葬

式、お墓への埋葬といった人間の人

生行路が安心して送れなくなってい

る社会的現実に、思い悩んでいる｡

自力による再建の道：資産・職・住居を取り戻す難しさと人生行路の安心感の喪失からくる閉塞感

しか
し、そ
の先で

加えて、作用し

しか
し、そ
の中で

両面
から

両面
から

加えて、作用し

しか
し、
通底
し

それ
故

相俟
つ形
で

両側面
をなし

人生行路の安心

感の喪失

資産と職を取

り戻す難しさ

自力での生活

再建の難しさ 精神的立ち

直りの試み

02 03

04

04

05 06 07 08 09 10

23

1211

13 14 15 16 17 18 20 21 22

26

24

24 25

27

19

【Reference】Detailed structure diagrams 質的統合法＋質的調査による被災者の発話分析
→事故対応や避難の経緯から問題は多様・複雑・深刻に

③避難生活の長期化に
伴うさまざまな問題
【４－２で後述】

帰還意欲の低下と将来不安
④子どもに対する責任

と帰還問題
（「子ども」「帰還」など=337）

⑧町行政に対する
不満と期待
（「町」=229）

⑦世論・メディアの
問題／風化への危惧

⑤国の政治・行政に
対する不満と疑念

（「国」=70）

⑥県の機能・役割に
対する不満と批判

（「県」=81）

（凡例） ・（ ）内の数値は該当する関連ワードのヒット数．
・矢印（実線）は相互の関係性が有る／強い．
・ 〃 （波線）は相互の関係性が無い／弱い．

（ 注 ） ・質的統合法第一階層ラベリングから抽出した33のラベルを
佐藤が再構成して作成．
・枠の太さは1,052の発言中の関連ワードヒット数を示す（主たるもののみ表示）．

【長期的政策】【避難実態】

【根本原因】

【問題群】

【国】

【県】

【町】

【世論・メディア等】

②放射能汚染への不安、
帰還基準への疑念など
（「放射能」「健康」など=167）

⑨内発的動向と町行政との接合可能性

①地域に存在した
＜暮らし＞の喪失

（「暮らし」「富岡」など=348）

【★】

21

富岡町住民意向調査調査結果 (平成25年2月26日更新)より
（平成24年12月3日～18日の間に実施した「富岡町住民意向調査」調査結果）

【★参考】「現時点で」……8割の人たちの「その先」は？

22

富岡町の将来人口予測（報告者作成）

【★参考】今後加速し得る「切り捨て」と「断ちきり」……

社会この放射能（略）、東電まだ動いていま
すよね。放射能が出ていますよね。
（略）「まだまだこれから心配しなくちゃ
いけない（略）」＜狭間の世代＞Ａ

・（すぐには）住めないというのは頭の中
で分かっているんだけれども、戻りたい
という複雑な気持ちですね。＜世帯主
＞Ｂ

・（子どもたちの健康不安について）＜
一生背負わされてしまった不安＞という
ものを抱えながら、生きていかなければ
ならないんです。＜世帯主＞Ｃ

→事故対応や避難の経緯から問題は多様・複雑・深刻に

A.原発事故

D.区域設定

E.事故の危険性から避難 避難生活の長期化 問題は多様・複雑・深刻化→ →

（避難時、帰還後）

C.被ばく

B.汚染

個人

人生や
生き方

仕事

住居

家族

地域

子ども・
教育

人間
関係

故郷

…

４－２．原発避難をめぐる問題
──質的調査から問題を掘り下げる

【現行の政策は…】

【国や世論に対する
不安／危機感】

【（集落）コミュニティレベル】

【個人レベル】

【家族レベル】

参与観察にもとづく質的調査分析（問題構造）
→問題多様で複雑な問題群とその構造：国や世論に理解されない

【(市町村)自治体レベル】

健康／疾病問題

多重生活と家族離散

今は戻れない故郷

長年築いた人間関係の喪失

故郷への想い

故郷を次世代へ

人生や生き方を貫けなくなった

仲間との時間の喪失

あらゆる＜居場所＞の喪失

世帯分離に伴う
経済的負担

当たり前の暮らしが剥奪

住居取得の困難さ

仕事と誇りを奪われた

取引・顧客関係の喪失

進学・就職機会の喪失

住民票の問題

高速道路無料化問題

残りの人生の道標を…

避難先での就業困難

子どもへの精神的影響

借上げ制度打切り
への不安

＜場＞としての富岡

仮の町への疑問

政治やメディアへ
の不信

風化への危惧

認め合う（気遣
う）個人の選択

子どもの将来への不安／責任

高齢者や主婦の孤立

世間の目や差別への不安

子育てﾈｯﾄﾜｰｸの喪失

賠償／補償

（原発事故子ども・
被災者支援法）

（仮の町）

…

【こうした状況下で】

避難生活に納得できず

答えは見つからない

（避難先）（避難元）

（避難先）（避難元）

（世論）

不十分な理解へ
の不安／危機感

避難生活の支え（役場）

（避難先）

失った関係性の
新たな構築は困難
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５－１．暮らしの復興について考える
──「不理解」という暴力（以下再掲）

● その背後には＜失って＞＜取り戻せない＞ものがある
・「子どもや孫が帰れる故郷を残したい」

「自分の故郷を失いたくない」
「先祖代々生かされた土地を守りたい」

● 既に＜取り戻せない＞＜引き返せない＞ものもある
・近隣関係：コミュニティの＜再生＞と＜再構築＞
→家族関係：大家族ゆえに貧しくとも暮らせた環境
→家族関係：県外避難の決断と親子・家族関係の変化
→都市的生活様式の享受と自家処理能力の喪失

● 選択の判断がつかない
→数年～数十年先の人生が奪われた現実→非難＞理解
→被災当事者だけの問題ではない→家族・親族…… 26

５－２．暮らしの復興について考える ～おわりに～

● 将来同じようなことは必ず起こる
→国民が再び直面する：（原発事故）、大規模災害、

環境汚染……

●より多くの国民に事態を理解 ∵社会・ｼｽﾃﾑの問題
→事実を伝え、理解者を増やし、世論を見方につける

（cf. サブ政治、三項構造）

●私たち国民が一人ひとりの問題として……
→このような現状を招いたのは私たち自身の責任
→市民社会（政治的責任が伴う）の回復／創造
→まずは「問う」こと、「考える」ことから：運動

●水俣や福島について問い・考える→社会を生き抜く

ご清聴ありがとうございました。
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